
は
じ
め
に

『
九
老
画
譜
』
の
画
は
、
紀
梅
亭
（
楳
亭
と
も
表
記
す
る
が
本
稿
で
は
梅
亭
に

統
一
し
た
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
梅
亭
は
、
天
明
二
年
『
平
安
人
物
志
』
の

画
家
の
部
に
「
巌
郁

字（
空
白
）
高
辻
新
町
西
入
町

梅
亭
」
と
記
さ
れ
て
い

る
絵
師
で
あ
る
。「
九
老
」
は
、
天
明
八
年
の
京
都
市
中
の
大
火
に
よ
っ
て
近
江

に
移
り
、
そ
れ
以
降
に
用
い
た
画
号
で
あ
る
。

『
九
老
画
譜
』
の
最
初
は
、
京
都
の
書
肆
菊
舎
太
兵
衛
（
俳
号
、
其
成
）
が
企

画
し
、
寛
政
七
年
十
一
月
に
序
文
を
認
め
た
近
江
の
木
村
騏
道
（
暁
台
門
）、
京

都
東
山
の
芭
蕉
堂
主
の
高
桑
闌
更
を
交
え
て
編
纂
さ
れ
、
梅
亭
の
画
に
近
江
や

京
都
を
中
心
と
し
た
諸
俳
人
の
発
句
を
一
句
ず
つ
取
り
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
。

因
み
に
、
梅
亭
の
句
は
無
い
。
再
版
に
際
し
て
は
、
近
江
の
騏
道
や
馬
涯
ら
に

よ
っ
て
画
と
諸
俳
人
に
よ
る
句
の
増
補
が
企
画
さ
れ
、
寛
政
九
年
三
月
の
湖
南

の
龍
賀
の
跋
文
を
付
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
寛
政
十
一
年
冬
（
刊
記
）
に
は
、

菊
舎
か
ら
蓍
屋
儀
兵
衛
へ
と
版
権
が
移
り
、
発
句
が
削
除
さ
れ
て
画
の
み
の
書

冊
と
な
り
、
性
格
を
異
に
し
て
い
く
。
当
時
の
画
譜
の
刊
行
は
盛
ん
で
、
こ
れ

に
乗
じ
た
形
で
あ
る
が
、
画
図
は
再
版
本
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
画
を
加
え
て

は
い
な
い
。

梅
亭
は
、
享
保
十
九
年
生
ま
れ
、
文
化
七
年
七
月
七
日
没
（『
梅
亭
発
句
集
』

序
）、
享
年
七
十
七
歳
。
紀
氏
。
巌
郁
、
字
は
子
惠
・
仲
文
、
名
は
時
敏
、
号
は

九
老
・

美
。
俗
名
は
立
花
屋
九
兵
衛
、
安
永
七
年
以
前
の
四
月
九
日
に
剃
髪

し
、
梅
亭
と
号
す

（
１
）

。
京
都
の
人
で
あ
る
が
、
近
江
に
移
り
、
後
年
そ
の
画
風
か

ら
「
近
江
蕪
村
」
と
称
さ
れ
る
。
俳
諧
作
品
は
少
な
く
、
与
謝
蕪
村
に
宛
て
た

書
簡
中
に
「
と
ん
と
ほ
句
之
な
い
男
に
て
候
。
御
代
句
被
下
度
ね
が
ひ
上
候

（
２
）

。」

と
い
う
が
、
梅
亭
没
後
の
文
化
九
年
九
月
に
、
大
津
の
菊
二
に
よ
っ
て
『
梅
亭

発
句
集
』
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
四
十
八
句
を
収
録
す
る
が
四
季
吟
の

み
で
、
特
別
な
趣
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
画
に
優
れ
、
蕪
村
の
晩
年
に
親
し
く

交
わ
り
、
蕪
村
周
辺
の
画
に
句
を
取
り
合
わ
せ
る
都
市
系
俳
書

（
３
）

の
俳
画
の
影
響

を
受
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、『
九
老
画
譜
』
は
注
目
さ
れ
る
。

梅
亭
は
、
寛
政
八
年
刊
の
買
山
編
『
春
の
画
合
』
に
俳
画
を
寄
せ
て
い
る
が
、

そ
れ
よ
り
前
の
寛
政
七
年
に
成
立
し
て
い
る
『
九
老
画
譜
』
の
画
か
ら
は
、
梅

亭
の
南
画
か
ら
俳
画
（『
梅
亭
発
句
集
』
で
は
「
ざ
れ
絵
」）
へ
と
進
ん
で
い
く

過
程
が
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
俳
画
は
、
草
画
的
な
省
略
し
た
筆
法
を
主

と
し
て
描
か
れ
る
南
画
と
、
俳
諧
・
発
句
と
を
同
一
画
面
に
併
せ
て
提
示
す
る

形
態
の
も
の
を
い
う
。
描
か
れ
る
も
の
は
、
南
画
に
お
け
る
画
題
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
の
庶
民
的
な
実
生
活
に
連
な
る
も
の
を
含
め
る
。
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本
稿
で
は
、『
九
老
画
譜
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
堀
家
に
蔵
す
る
初
版
本

（
４
）

を
紹

介
す
る
。
こ
の
初
版
本
は
、
発
句
を
同
一
画
面
に
載
せ
る
が
画
譜
と
し
て
の
性

格
が
強
く
、
再
版
の
増
補
部
分
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
従
来
紹
介
さ
れ
て
い

る
『
九
老
画
譜
』
は
再
版
本
と
三
版
本
で
あ
る
。
再
版
本
は
発
句
を
伴
う
も
の

で
、
絵
俳
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
三
版
本
は
画
の
み
と
な
る
の
で
南
画
の
画
譜
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る

（
５
）

。
こ
の
よ
う
な
齟
齬
の
原
因
は
、
再
版
時
に
初
版
本
と
性

格
を
異
に
し
た
画
を
増
補
し
た
た
め
、
二
面
性
を
も
っ
た
書
冊
と
な
っ
た
結
果

で
あ
る
。
こ
れ
を
考
証
し
、
さ
ら
に
は
、
初
版
と
増
補
さ
れ
た
再
版
と
い
う
二

つ
の
状
況
か
ら
、
俳
画
の
趣
向
の
多
角
的
な
視
点
を
指
摘
す
る
。

一

初
版
本
と
再
版
増
補
本

ま
ず
、
初
版
本
と
再
版
増
補
本
と
の
成
立
時
期
で
あ
る
が
、
初
版
本
の
そ
れ

は
序
文
の
認
め
ら
れ
た
寛
政
七
年
十
一
月
か
ら
、
再
版
増
補
版
の
跋
文
が
認
め

ら
れ
た
寛
政
九
年
三
月
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
再
版

増
補
版
の
成
立
は
、
跋
文
の
認
め
ら
れ
た
寛
政
九
年
三
月
か
ら
、
三
版
の
刊
行

さ
れ
た
寛
政
十
一
年
冬
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
前
後
関
係
を
証
す
る
も
の
は
、
馬
涯
の
句
が
載
る
頁
で
あ
る
。
初
版
本

の
馬
涯
の
句
「
わ
が
し
の
ぶ
こ
と
誰
書
し
団
扇
か
な

湖
南
馬
涯
」
は
団
扇
売

り
の
画
に
配
し
て
あ
る
が
、
再
版
増
補
版
で
は
団
扇
売
り
の
画
の
み
が
掲
載
さ

れ
、
馬
涯
の
句
は
削
り
取
ら
れ
て
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
馬
涯
の
も

の
は
増
補
さ
れ
た
山
水
画
に
新
し
く
「
山
鳥
の
雌
雄
な
き
か
は
す
夜
寒
か
な

馬
涯
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
水
画
は
、
団
扇
売
り
の
も
の
に
比
し
て
簡

素
な
線
描
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、
再
版
増
補
本
に
の
み
あ
る
画

が
、
初
版
本
の
画
に
比
べ
て
一
様
に
素
描
で
あ
る
の
と
共
通
す
る
が
、
俳
画
を

意
識
し
た
結
果
で
あ
る
。
詳
細
は
後
に
述
べ
る
。

ま
た
、
文
人
幽
居
の
画
に
配
さ
れ
た
騏
道
の
句
「
推
ば
あ
く
ひ
る
の
戸
ざ
し

や
こ
ぼ
れ
萩

湖
南
騏
道
」
が
、
龍
山
の
句
「
蚊
の
声
に
驚
か
れ
ぬ
る
暮
の
春

湖
東
龍
山
」
に
差
し
替
え
ら
れ
、
騏
道
は
鳥
の
画
に
新
し
く
「
く
も
落
し
鳥
わ

か
れ
ゆ
く
枯
野
か
な

騏
道
」
が
巻
末
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う

に
画
と
句
と
の
両
方
を
改
め
て
い
る
の
は
、
馬
涯
と
騏
道
の
み
で
あ
り
、
梅
亭

と
同
所
の
湖
南
の
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
、
俳
画
を
意
識
し
た
趣
向
を

選
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
漢
文
で
跋
文
を
記
し
て
い
る
湖
南
の
龍
賀
は
、

発
句
の
入
集
が
無
く
、
梅
亭
が
天
明
八
年
の
大
火
の
折
、
大
津
に
身
を
寄
せ
た

時
の
縁
に
よ
る
も
の
で
、
編
纂
に
関
わ
る
も
の
で
は
無
い
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
両
版
の
画
と
句
と
の
相
違
に
つ
い
て
記
す
。
本
文
の
順
序
は
全
く
異

な
る
。
再
版
増
補
本
で
は
、
初
版
の
画
と
増
補
の
画
が
大
凡
そ
交
互
に
配
さ
れ

て
い
る
。
増
補
画
は
二
十
八
あ
る
が
、
概
ね
背
景
の
書
き
込
み
が
少
な
く
、
俳

趣
が
強
調
さ
れ
、
俳
画
を
意
図
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
の
初
版
は
、
騏
道

の
序
文
に
「
書
肆
菊
舎
、
是
を
乞
ふ
て
諸
風
客
に
発
句
を
題
せ
し
め
ん
と
い
ふ
。」

（
句
読
点
、
濁
点
は
私
に
付
し
た
。
以
下
同
様
。）
と
あ
る
ご
と
く
、
最
初
は
句

を
付
け
て
俳
画
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
画
図
は
、
梅
亭
の
南
画
と
し
て
の
作
品
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
画
譜
と
し
て

の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。

両
版
の
構
成
は
、
初
版
画
数
四
〇
・
句
数
四
〇
か
ら
、
再
版
総
画
数
六
八
・

総
句
数
六
七
へ
と
増
補
さ
れ
て
い
る
。
画
は
、
初
版
四
十
画
に
二
八
画
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。
句
作
者
に
つ
い
て
は
、
差
し
替
え
と
新
加
入
と
が
あ
る
。
そ
の

内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（1）

画
句
共
に
初
版
と
同
じ
も
の
は
三
六
例
。

（2）

画
は
初
版
の
ま
ま
で
句
の
み
の
変
更
が
、
四
例
。
こ
の
う
ち
馬
涯
句
の

「
わ
が
し
の
ぶ
こ
と
誰
書
し
団
扇
か
な
」
を
削
除
し
た
あ
と
の
団
扇
の
画

の
句
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
再
版
の
句
数
が
画
に
比
し
て

一
句
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
の
三
例
は
、
騏
道
句
か
ら
龍
山
句
へ
、
都

雀
句
か
ら
一
乕
（
虎
）
句
へ
、
貫
志
句
か
ら
芹
水
句
へ
と
差
し
替
え
ら
れ
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て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
都
雀
・
貫
志
の
二
名
は
、
再
版
に
は
載
ら
な
い
。

馬
涯
と
騏
道
に
つ
い
て
は
、
画
句
と
も
に
新
し
い
も
の
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。

（3）

画
句
と
も
に
新
し
く
加
入
し
て
い
る
も
の
は
、
二
六
例
。
増
補
画
全
二
八

の
う
ち
の
二
画
は
、
（2）
で
示
し
た
馬
涯
・
騏
道
の
句
。
な
お
、
作
者
の
み

の
新
加
入
は
（2）
で
示
し
た
龍
山
・
一
乕
（
虎
）・
芹
水
。

二

三
版
改
訂
本
の
位
置

三
版
改
訂
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
発
句
が
全
て
無
く
な
り
、
画
譜
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
画
数
は
三
版
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
増
補
再

版
本
の
画
の
再
掲
で
あ
っ
て
、
新
し
い
画
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。
騏
道
の
序
文

は
、
梅
亭
の
画
に
「
諸
風
客
に
発
句
を
題
せ
し
め
ん
」
と
あ
る
の
と
不
都
合
と

な
り
、
除
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
騏
道
の
関
与
も
無
く
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
闌
更
の
序
文
は
残
る
が
、「
書
林
菊
舎
」
の
名
が
削
除
さ
れ
、「
書
林

何
某
」
と
埋
木
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
闌
更
が
没
し
た
の
は
、
寛
政
十
年
五
月
三

日
で
あ
る
。
従
っ
て
、
闌
更
没
後
の
寛
政
十
一
年
冬
（
刊
記
）
以
降
に
、
菊
舎

に
よ
っ
て
版
権
が
売
買
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

（
６
）

。
そ
の
版
権
・
板
木
は
、

京
都
書
肆
の
蓍
屋
儀
兵
衛
、
蓍
屋
甚
助
、
近
江
屋
新
兵
衛
が
関
与
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

蓍
屋
儀
兵
衛
に
つ
い
て
は
、『
新
訂
版

享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
に
次
の

ご
と
く
あ
り
、
版
権
の
移
動
が
確
認
で
き
る
。

寛
政
十
二
年
申
六
月

1051

九
老
画
譜

全
弐
冊

青
雲
居
著

板
元

京

蓍
屋
儀
兵
衛

墨
付
三
十
二
丁

売
出
し

須
原
屋
茂
兵
衛

「
青
雲
居
著
」
は
、
青
雲
居
（
騏
道
の
別
号
）
編
纂
の
意
で
あ
る
が
、
騏
道
の

序
文
が
無
く
な
っ
て
お
り
、
関
与
も
無
く
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

他
に
、
近
江
屋
新
兵
衛
版
、
書
肆
名
無
記
載
版
が
あ
る
が
、
す
べ
て
句
は
無

い
。

三

堀
家
蔵
本
『
九
老
画
譜
』
の
位
置

前
章
の
考
察
か
ら
は
、
寛
政
七
年
序
文
本
が
、
初
版
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
騏
道
、
闌
更
と
菊
舎
の
企
画
・
編
集
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の

一
書
は
、
京
都
俳
壇
の
影
響
下
に
あ
り
、
当
時
の
俳
画
の
趣
向
を
考
察
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
初
版
の
画
が
発
句
を
添
え
て
は
い
る
も
の
の
梅
亭
の
意

識
で
は
南
画
で
あ
り
、
再
版
が
俳
画
の
意
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
九
老
画
譜
』

は
南
画
と
俳
画
と
の
差
異
を
考
察
す
る
好
材
料
と
も
言
え
る
。
な
お
、
初
版
本

の
存
在
は
、
管
見
の
限
り
で
は
堀
家
所
蔵
本
の
他
に
は
知
ら
れ
な
い
。

再
版
本
は
、
近
江
の
騏
道
や
馬
涯
を
中
心
と
し
て
画
句
の
増
補
を
行
っ
て
お

り
、
近
江
俳
壇
の
影
響
が
強
い
と
言
え
る
。
画
風
は
句
を
入
れ
る
余
白
を
多
く

と
り
、
筆
法
も
省
略
を
効
か
せ
て
俳
諧
に
添
え
る
画
に
相
応
し
い
仕
立
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
増
補
は
、
武
陵
を
中
心
と
し
た
丹
波
連
や
瑞
馬
を
中
心
と
し
た

浪
花
連
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
初
版
の
『
九
老
画
譜
』
が
好
評
で
あ
り
、

再
版
の
刊
行
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
は
、
現
在
知
ら
れ
る
『
九
老

画
譜
』
の
諸
本
を
分
類
し
、
書
誌
を
記
す
。

○

Ａ

寛
政
七
年
序
文
本

【
初
版
本
】

所
蔵
先

堀
家

書
誌

大
本
二
冊
。
縦
二
十
八
・
〇
糎
、
横
十
九
・
三
糎
。
中
央
貼
題
簽

「
九
老
画
譜

乾
」（
文
字
が
退
色
し
て
い
る
と
推
測
）、「
九
老
画
譜

坤
」。

序
題
「
九
老
画
譜
」。
寛
政
七
年
十
一
月
木
村
騏
道
序
。
高
桑
闌
更
序
。
書

肆
菊
舎
太
兵
衛
刊
（
騏
道
・
闌
更
序
よ
り
推
定
）。
墨
付
二
十
二
丁
。
四
十

画
、
四
十
句
入
集
。
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○

Ｂ

寛
政
九
年
跋
文
本

【
再
版
増
補
本
】

所
蔵
先

柿
衛
文
庫
、
個
人
（『
楳
亭
・
金
谷
』
〈
平
成
二
十
年
三
月
、

大
津
市
歴
史
博
物
館
企
画
展
図
録
〉
影
印
所
収
）

書
誌
（
柿
衛
本
に
よ
る
）

大
本
二
冊
。
縦
二
十
六
・
二
糎
、
横
十
九
・

〇
糎
。
中
央
貼
題
簽
「
九
老
画
譜

乾
」「
九
老
画
譜

坤
」（
乾
坤
と
も

に
文
字
が
退
色
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
個
人
蔵
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
）。

序
題
「
九
老
画
譜
」。
寛
政
七
年
十
一
月
騏
道
序
。
闌
更
序
。
寛
政
九
年
三

月
湖
南
の
龍
賀
跋
。
書
肆
菊
舎
太
兵
衛
刊
（
騏
道
・
闌
更
序
よ
り
推
定
）。

墨
付
三
十
七
丁
。
六
十
八
画
、
六
十
七
句
入
集
。
諸
本
中
、
最
も
多
数
の

画
を
収
録
し
、
こ
れ
以
外
に
追
加
さ
れ
た
も
の
は
無
い
。

○

Ｃ

寛
政
十
一
年
刊
本

【
三
版
改
訂
蓍
屋
二
軒
本
】

所
蔵
先

京
都
大
学
図
書
館
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
、
東
京
芸
術
大
学

脇
本
文
庫

（
７
）

、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
（
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
集
覧
）

書
誌
（
京
大
本
に
よ
る
）

大
本
二
冊
。
縦
二
十
六
・
四
糎
、
横
十
八
・
一

糎
。
左
肩
貼
題
簽
「
九
老
画
譜

乾
」「
九
老
画
譜

坤
」（
初
版
本
の
字

面
に
酷
似
）。
闌
更
序
（「
書
林
菊
舎
」
を
「
書
林
何
某
」
に
埋
木
訂
正
）。

刊
記
「
寛
政
十
一
己
未
季
冬

皇
都
書
林

蓍
屋
儀
兵
衛

蓍
屋
甚
助
」。

広
告
「
九
老
画
譜
後
篇
嗣
出
」。
墨
付
三
十
三
丁
。
画
六
十
二
、
句
無
し
。

○

Ｄ

寛
政
十
一
年
刊
本

【
三
版
改
訂
近
江
屋
本
】

所
蔵
先

安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

書
誌
　
大
本
一
冊
。
縦
二
十
六
・
一
糎
、
横
十
八
・
〇
糎
。
左
肩
貼
題
簽

「
九
老
画
譜
」（
三
版
改
訂
蓍
屋
二
軒
本
・
京
大
本
「
九
老
画
譜

乾
」
の

字
面
と
酷
似
）。
闌
更
序
（「
書
林
菊
舎
」
を
「
書
林
何
某
」
に
埋
木
訂
正
）。

龍
賀
跋
（
破
損
が
大
き
く
龍
賀
の
落
款
の
み
確
認
で
き
る
）。
刊
記
「
寛
政

十
一
己
未
季
冬

皇
都
書
林

近
江
屋
新
兵
衛
」。
広
告
「
九
老
画
譜
後
篇

嗣
出
」。
破
損
が
大
き
く
僅
か
に
頁
の
一
部
分
が
残
っ
て
い
る
だ
け
の
も
の

も
あ
り
、
墨
付
丁
数
・
画
数
不
詳
。
句
無
し
。

○

Ｅ

寛
政
十
一
年
刊
本

【
三
版
改
訂
書
肆
未
記
載
本
】

所
蔵
先

東
京
芸
術
大
学
脇
本
文
庫

書
誌
　
大
本
一
冊
。
縦
二
十
五
・
八
糎
、
横
十
八
・
五
糎
。
左
肩
貼
題
簽

「
九
老
画
譜
」（
三
版
改
訂
蓍
屋
二
軒
本
・
京
大
本
「
九
老
画
譜

坤
」
の

字
面
と
酷
似
）。
闌
更
序
（「
書
林
菊
舎
」
を
「
書
林
何
某
」
に
埋
木
訂
正
）。

龍
賀
跋
。
刊
記
「
九
老
画
譜

寛
政
十
一
己
未
季
冬

皇
都
書
林
」（
三
版

の
刊
記
を
流
用
し
改
訂
す
る
）。
広
告
な
し
。
墨
付
三
十
五
丁
。
画
六
十
四
、

句
無
し
。
喉
に
丁
数
を
付
す
が
、
順
不
同
（
一
〜
二
十
三
・
二
十
七
・
二

十
四
・
二
十
九
・
二
十
六
・
二
十
五
・
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
・
三
十

一
の
順
。
な
お
、
二
十
九
は
重
複
）。

以
上
の
諸
本
の
相
違
を
一
覧
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
は
、
初
版
と
再
版
と
に
よ
っ
て
、
画
と
発
句
と
の
趣
向
を
考
察
す
る
。

四
　
『
九
老
画
譜
』
の
趣
向

『
九
老
画
譜
』
は
、
騏
道
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
梅
亭
の
画
図
に
俳
趣
を
感
じ
取

っ
た
書
肆
菊
舎
（
俳
号
、
其
成
）
が
最
初
に
見
出
し
、「
書
肆
菊
舎
、
是
を
乞
ふ
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て
諸
風
客
に
発
句
を
題
せ
し
め
ん
」
と
、
画
に
発
句
を
付
け
る
企
画
を
考
案
し

た
の
で
あ
る
。
梅
亭
の
画
は
、
一
部
の
背
景
に
煩
わ
し
さ
が
残
る
が
、
瀟
洒
な

佳
作
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
菊
舎
の
最
初
は
俳
諧
作
者
で
あ
り
、
後
に
俳
諧

書
肆
と
し
て
様
々
な
企
画
を
組
み
、
近
世
後
期
の
俳
諧
出
版
を
牽
引
し
て
い
く

の
で
あ
る
が
、
こ
の
画
譜
の
企
画
は
成
功
し
、
再
版
で
は
大
幅
な
増
補
と
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

騏
道
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
画
が
あ
り
、
こ
れ
に
各
作
者
が
句
を
付
け

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
句
が
ど
の
よ
う
に
画
に
付
け
ら
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
最
初
の
視
点
と
な
る
。
次
に
句
を
付
け
た
結
果
と
し
て
、

画
が
ど
の
よ
う
に
句
に
付
い
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
に
画
が
句

を
付
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
画
と
句
と
の
距
離
が
大
き
い
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

初
版
の
梅
亭
の
画
は
、
対
象
を
印
象
的
に
切
り
取
っ
た
り
、
単
純
化
し
た
り

す
る
も
の
で
は
な
く
、
南
画
と
し
て
画
題
に
従
っ
て
描
い
た
作
品
の
一
部
分
を

切
り
取
っ
た
も
の
や
、
そ
れ
に
類
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
た
め
画
は
背
景
を

書
き
込
み
、
対
象
を
画
く
筆
も
細
や
か
で
あ
る
。
そ
し
て
句
・
文
字
を
入
れ
る

余
白
が
少
な
く
、
窮
屈
な
印
象
を
受
け
る
。

こ
れ
が
、
再
版
に
際
し
て
は
、
入
句
者
の
句
に
合
わ
せ
て
画
を
仕
立
て
た
、

少
な
く
と
も
句
を
付
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
画
を
描
い
て
い
る
。
初
版
の
画
の

よ
う
な
画
題
に
添
っ
て
制
作
し
た
絵
画
作
品
の
一
部
分
の
よ
う
な
図
は
無
く
な

る
。
た
だ
し
、
画
法
類
の
図
を
応
用
し
た
よ
う
な
仕
立
て
の
も
の
は
あ
る
。
そ

れ
は
、
増
補
版
の
図
が
初
版
と
比
し
て
か
な
り
俳
趣
が
強
い
こ
と
と
、
句
と
画

の
付
き
方
が
直
接
的
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
増
補
版
の
制

作
に
際
し
て
梅
亭
は
、
親
交
の
あ
っ
た
蕪
村
や
そ
の
他
の
都
市
系
の
俳
画
の
影

響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
眼
目

と
な
る
題
材
を
最
小
限
の
線
で
印
象
的
に
切
り
取
り
、
背
景
は
描
き
込
ま
ず
、

省
略
に
よ
る
想
像
の
空
間
を
ひ
ろ
げ
る
。
文
字
・
句
を
ゆ
っ
た
り
と
散
ら
し
入

れ
、
紙
面
上
の
画
と
句
と
の
釣
り
合
い
が
均
衡
を
保
つ
よ
う
に
仕
立
て
る
。
画

材
に
つ
い
て
も
実
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の

趣
向
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
初
版
本
に
よ
っ
て
句
と
図
柄
と
を
考
察
す
る
。
次
に
、
増
補
版
に
よ

っ
て
増
補
さ
れ
た
も
の
を
考
察
す
る
。
な
お
、
句
と
画
と
の
関
連
が
あ
る
事
柄

に
は
私
に
□
を
附
し
た
。
濁
点
も
私
に
附
し
た
。

初
版
本
の
四
十
画
句
の
う
ち
、
画
句
が
直
接
的
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
は
、

次
の
七
例
で
あ
る
。
数
量
的
に
少
な
い
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

○
【
図
】

端
の
女
ら

【
句
】
千
尺
の

に
の
ぞ
み
け
り
か
た
つ
ぶ
り

江
南

楽
二

○
【
図

売
り
と
女
ら

【
句
】
わ
が
し
の
ぶ
こ
と
誰
書
し

か
な

湖
南

馬
涯

○
【
図
】

【
句
】

や
拍
子
に
合
ぬ
古
つ
ゞ
み

水
口

貫
志

○
【
図
】

【
句
】
か
つ
ら
ぎ
や
明
る
を
侘
る

の
声

ア
キ

可
友

○
【
図
】

【
句
】

を
見
に
行
舟
も
う
き
世
哉

蘆
涯

○
【
図
】
貴
人
に

を
載
せ
た
扇
を
差
し
出
す
女

【
句
】

や
川
そ
ひ
合
歓
か
す
ゑ
の
宿

東
武

双
烏

○
【
図
】

を
行
く
男
ら

【
句
】

や
雨
し
づ
か
さ
の
限
な
き

肥
後

騎
石

多
く
の
画
と
句
と
が
直
接
に
関
係
し
て
い
な
い
の
は
、
画
が
句
を
添
え
る
こ

と
を
想
定
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
句
を
添
え
る
こ
と

を
発
案
し
た
菊
舎
（
其
成
）、
闌
更
、
騏
道
ら
の
意
図
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
画
の
解
釈
が
句
に
よ
っ
て
選
択
決
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
連
句

に
お
け
る
前
句
の
解
釈
が
付
句
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
同
様
な
手
法
で

野
す
ゝ
き

芒
野
夕
顔

夕
顔
の
花

鵜
つ
か
ひ

鵜
飼

鹿

鹿 万
載
万
歳

団
扇

団
扇

井

井
戸
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あ
り
、
連
句
的
な
趣
向
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
七
例
は
、
例
え
れ
ば
詞
に
詞
が

付
く
貞
門
様
の
付
け
方
で
あ
る
。
江
戸
中
期
以
降
の
連
句
の
付
け
方
は
、
長
句

短
句
の
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
世
界
を
表
現
し
、
前
句
の
影
響
が
最
小
限
に
な
る

一
句
立
て
の
傾
向
が
強
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
一
句
立
て
の
付
け
方
で
、
編
者

た
ち
は
画
と
句
と
を
取
り
合
わ
せ
た
。
ま
た
、
画
に
句
を
付
け
る
作
者
の
側
か

ら
す
れ
ば
、
画
の
解
釈
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
出

来
上
が
り
に
創
意
を
示
す
の
で
あ
る
。
句
は
画
の
説
明
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
画
が
句
の
図
解
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
画
句
が
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
、

補
完
し
合
う
の
で
あ
る
。
句
の
作
者
連
を
見
る
と
、
主
に
菊
舎
（
其
成
）
の
知

友
の
城
南
寺
田
の
南
和
（
秦
夫
）・
雲
裡
、
能
登
連
中
、
闌
更
の
関
係
で
は
北
陸

連
中
、
騏
道
の
関
係
で
は
湖
南
連
中
の
入
集
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
彼
等
の

連
句
的
な
趣
向
を
理
解
・
実
現
す
る
の
は
可
能
な
環
境
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

画
と
句
と
の
関
係
が
主
従
で
は
な
く
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
一
つ
の
世
界
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
初
版
に
み
ら
れ
る
趣
向
か
ら
特
徴
の
あ
る
も
の
を
具
体
的
に
考
察
し
、

次
に
再
版
の
趣
向
を
考
察
す
る
。

①
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
）
公
達
遊
行
図

【
句
】
志
賀
の
花
今
は
色
黒
き
男
の
み

伊
勢

獲
車

【
解
】
画
の
公
達
が
花
見
を
し
た
の
は
志

賀
に
都
が
あ
っ
た
往
時
の
こ
と
。
今
は
、

画
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
色
黒
い
武

骨
な
里
人
が
花
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
往

時
の
「
志
賀
の
花
」
は
、『
袋
草
紙
』
の
能

因
の
歌
（『
新
編
国
歌
大
観
』
五
―

一
三
九
）

春
霞
志
賀
の
山
越
え
せ
し
人
に
あ
ふ
心
ち
す
る
花
ざ
く
ら
か
な

を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
を
俳
諧
で
は
、
風
流
と
は
一
見
無
縁
な
「
色
黒
き
男
」
に

し
、
今
昔
の
時
を
隔
て
て
対
峙
さ
せ
る
。
和
歌
を
典
拠
に
し
て
、
俳
諧
の
世
界

に
転
じ
て
興
じ
る
の
で
あ
る
。
前
句
が
公
達
の
画
で
あ
り
、
付
け
句
が
色
黒
き

男
と
な
る
。

②
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
）

馬
上
人
物
図

【
句
】
見
る
う
ち
に
松
青
く
な
る
吹
雪
（
マ
マ
）

か
な

湖
東

箱
香

【
解
】
画
の
山
の
頂
に
は
積
雪
が
み
え
る
。

乗
馬
人
物
が
歩
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
が
前
句
の
役
割
で
あ
る
。
と
、
見
る
間

に
吹
雪
が
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
松
の
雪

が
風
に
払
わ
れ
て
緑
の
葉
が
あ
ら
わ
れ
る

と
、
付
け
た
の
で
あ
る
。
連
句
に
お
い
て

は
、
付
け
句
に
よ
っ
て
大
き
く
、
鮮
や
か

に
展
開
す
る
こ
と
を
手
柄
と
す
る
。
眼
前

の
白
一
色
の
景
色
が
、
一
瞬
に
し
て
緑
色

に
塗
り
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
視
覚
的

な
効
果
を
期
待
し
た
句
作
り
で
あ
る
。
ま

た
、
現
在
の
穏
や
か
な
景
色
が
、
た
ち
ま

ち
に
吹
雪
と
な
る
よ
う
な
激
し
い
展
開
は
、

人
生
に
お
け
る
、
突
然
の
予
期
せ
ぬ
出
来

事
と
そ
の
後
の
思
わ
ぬ
展
開
と
に
想
像
が

及
ぶ
だ
ろ
う
。
梅
亭
画
の
８

（
８
）「

峨
嵋
積
雪
」

の
図
は
、
峨
嵋
山
に
登
る
乗
馬
人
物
と
付

き
人
で
あ
る
。
こ
の
画
に
よ
っ
て
、『
九
老

画
譜
』
の
山
が
峨
嵋
山
に
限
定
さ
れ
、
句

の
解
釈
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
梅
亭
が
絵
師

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
解
釈
で
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あ
る
。
梅
亭
の
俳
画
の
発
想
は
、
南
画
か
ら
の
延
長
で
あ
っ
て
、
俳
画
と
し
て

の
独
立
性
に
乏
し
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
③
⑤
⑥

も
同
様
で
あ
る
。

③
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
）

文
人
幽
居
図

【
句
】
あ
ら
た
め
て
け
ふ
お
も
し
ろ
や

冬
ご
も
り

寺
田

南
和

【
解
】
茅
屋
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
幽

居
の
文
人
は
、
冬
ご
も
り
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
心
を
通
わ
せ
る
友
人
を
訪
問
す

る
こ
と
も
な
い
。
梅
亭
画
で
は
、
仙
山
の

書
屋
で
友
人
が
訪
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
絵
図
が
あ
る
。
麓
に
は
山
に
入
ろ
う
と
す
る
人
物
、
ま
た
は
去
っ
て
い

く
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
15
「
高
士
送
別
図
」（
寛
政
四
年
）・
16

「
渓
山
書
屋
図
」
（
寛
政
四
年
）（
訪
友
）
・
17
「
夏
景
文
人
書
屋
山
水
図
」（
訪

友
）・
20
「
訪
友
山
水
図
」
な
ど
で
、
左
図
15
・
17
の
□
で
私
に
示
し
た
部
分
で

あ
る
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
の
絵
画
は
寛
政
四
年
頃
に
集
中
し
て
お
り
、
寛
政
七

年
（
序
）
の
『
九
老
画
譜
』
の
趣
向
の
土
台
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
を
俳
画
で
は
、
友
を
待
つ
、
あ
る
い
は
送
る
部
分
の
み
を
取
り
出
し
、
訪

問
す
る
人
物
、
あ
る
い
は
去
る
人
物
を
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

句
の
読
者
は
「
お
も
し
ろ
や
」
の
詮
索
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
右
の
梅
亭
画
や

画
題
の
仙
山
幽
居
図
に
想
い
を
馳
せ
れ
ば
、
友
人
の
訪
問
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
文
人
の
俤
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
お
も
し
ろ
」
い
の

は
、
心
を
同
じ
く
す
る
訪
問
者
と
の
ひ
と
時
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
謎
掛
け
と

謎
解
き
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
梅
亭
画
】
15
「
高
士
送
別
図
」（
寛
政
四
年
・
個
人
蔵
）

【
梅
亭
画
】
17
「
夏
景
文
人
書
屋
山
水
図
」（
大
津
・
個
人
蔵
）

④
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
／
再

（
９
）

版
・
個
人
蔵
本
）
三
人
座
図

【
句
】
還
御
待
そ
の
間
を
春
の
連
歌
か
な

都
雀
（
初
版
）

挨
拶
も
こ
た
へ
も
同
じ
あ
つ
さ
か
な

一
乕
（
再
版
）

【
解
】
初
版
本
で
は
、
春
の
一
日
、
還
御
を
待
つ
間
に
三
人
が
連
歌
を
し
て
い

る
。
筆
や
懐
紙
が
無
く
て
も
、
句
に
よ
っ
て
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
遣
り
取
り
し
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て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
本
来
の
連
歌
の
座
で
は
宗
匠
・
執
筆
・
連
衆

の
位
置
が
決
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
座
な
の
で
決
り
ど
お
り
に
座
ら
な
く

て
も
よ
い
。
待
機
中
の
徒
然
を
紛
ら
わ
せ
る
春
の
一
時
で
あ
る
。

こ
れ
が
再
版
本
で
は
、
夏
の
一
日
、「
あ
つ
い
で
す
ね
」
と
言
え
ば
「
あ
つ
い

で
す
ね
」
と
鸚
鵡
返
し
の
挨
拶
が
返
っ
て
く
る
。
俳
諧
の
座
に
お
い
て
は
、
発

句
が
客
か
ら
の
挨
拶
、
脇
句
が
亭
主
か
ら
の
挨
拶
と
な
る
。
客
は
当
座
の
持
て

成
し
に
感
謝
し
、
連
句
の
満
尾
を
予
祝
す
る
。
亭
主
は
そ
の
客
の
挨
拶
に
応
え

る
の
で
あ
る
。
画
は
俳
諧
の
座
に
限
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
手
前
の
後
ろ
向
き

の
人
が
、
こ
ち
ら
向
き
の
二
人
の
若
者
か
ら
挨
拶
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

場
面
設
定
の
具
体
性
を
控
え
、
読
者
に
想
像
さ
せ
る
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
再

版
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
初
版
で
は
少
な
い
。
し
か
し
、『
九
老
画
譜
』
を
見
出

し
た
菊
舎
太
兵
衛
は
、
省
略
を
効
か
せ
た
こ
の
よ
う
な
図
に
俳
趣
を
感
じ
取
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
三
人
座
像
図
は
、
蕪
村
や
梅
亭
が
観
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

『
芥
子
園
画
伝

（
10
）

』
巻
四
に
あ
り
、「
奇
文
ヲ

共
ニ

欣
賞
ス

」（
陶
潜
）
と
い
う
一
文
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
奇
文
を
共
に
欣
喜
し
賞
す
る
様
子
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
初

版
の
よ
う
に
連
歌
の
画
と
な
り
、
画
に
添
っ
た
解
釈
と
な
る
。
一
方
で
初
版
か

ら
再
版
へ
の
変
更
は
、
画
譜
よ
り
も
俳
画
的
な
性
格
を
強
く
打
ち
出
そ
う
と
し

た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
見
ら
れ
る
「
あ
つ
い
で
す
ね
」
の
眼
前
の
挨

拶
の
句
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
連
句
に
お
け
る
遣
り
句
の
よ
う
に
、

自
由
に
思
い
切
っ
た
展
開
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
初
版
本
は
画
譜
と
し
て

の
意
識
が
強
く
、
再
版
本
は
俳
画
と
し
て
の
意
識
が
強
い
の
で
あ
る
。

⑤
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
）
高
士
眺
望
図

【
句
】
早
梅
や
お
も
ふ
片
枝
に
花
も
な
し

湖
東

花
帖

【
解
】
画
の
高
士
が
窓
か
ら
見
や
る
の
は
、

何
の
木
と
も
知
れ
な
い
裸
木
で
あ
り
、
花

は
咲
い
て
い
な
い
。
句
は
、
寒
気
の
中
を

咲
く
早
梅
を
期
待
し
た
の
に
、
庵
の
窓
か

ら
み
え
る
枝
に
は
ま
だ
花
が
み
ら
れ
な
い
と
嘆
く
。
梅
亭
画
の
90
「
梅
林
山
水

図
」・
８
「
梅
花
書
屋
」
で
は
、
書
屋
か
ら
梅
の
花
が
見
え
、
書
を
友
と
す
る
人

や
、
閑
静
な
自
然
が
併
せ
て
画
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
高
士
は
梅
の
花
が
咲

く
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
九
老
画
譜
』
は
、
そ
の
一
部
を
切
り

取
り
、
高
士
の
期
待
感
を
大
写
し
に
す
る
。
左
図
の
□
で
私
に
示
し
た
部
分
で

あ
る
。
裸
木
は
、
高
士
の
書
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
梅
で
あ
る
。
や
が
て
花
が
咲
き
、

友
と
語
ら
う
春
が
訪
れ
る
予
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

【
梅
亭
画
】
90
「
梅
林
山
水
図
」（
大
津
・
個
人
蔵
）
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⑥
【
画
】『
九
老
画
譜
』（
初
版
・
堀
家
本
／
再
版
・
個
人
蔵
本
）
隠
士
幽
閑
図

【
句
】
推
ば
あ
く
ひ
る
の
戸
ざ
し
や
こ
ぼ
れ
萩

湖
南

騏
道
（
初
版
）

蚊
の
声
に
驚
か
れ
ぬ
る
暮
の
春

湖
東

龍
山
（
再
版
）

【
解
】
初
版
で
は
、
画
の
文
人
は
部
屋
の
枝
折
戸
を
開
け
放
っ
て
い
る
。
こ
の

枝
折
戸
に
は
屋
根
が
あ
り
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
鍵
は
鎖
さ
れ
て
お
ら
ず
、
押

せ
ば
開
く
の
で
あ
る
。
萩
の
花
の
こ
ぼ
れ
る
秋
の
一
日
で
あ
る
。
隠
士
が
幽
居

す
る
書
屋
に
枝
折
戸
や
柴
門
を
設
え
る
画
は
、
梅
亭
画
の
６
「
夏
景
山
水
図
」

に
あ
る
。
そ
の
画
の
人
物
を
大
き
く
写
し
て
強
調
し
、
開
か
れ
た
枝
折
戸
を
近

く
に
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
左
図
の
□
で
私
に
示
し
た
部
分
で
あ
る
。
門
は

世
俗
と
の
境
界
を
示
す
役
割
り
は
あ
る
が
、
閉
切
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
芥
子
園
画
伝
』
巻
四
の
「
画
二 ク

門
逕
一 ヲ

式
」
に
、

山
中
ノ

人
ハ

不
下 ル

必
シ
モ

歴
二 テ

其
ノ

堂
奥
一 ヲ

始
テ

見
中

幽
間
上 ヲ

也
。
須
下 シ

於
二 テ

門
径
ノ

間
一 ニ

早
ク

望
ミ
テ

而
知
上 ル
レ

為
二 ル
ヲ

有
道
之
廬
一

。
使
三 ム

人
ヲ
シ
テ

起
二 サ

三
顧
ノ

想
一 ヲ

。
如
レ キ
ヲ

此
ノ

方
ニ

為
二
ス

能
手
一 ト

。

と
あ
り
、
有
道
の
人
の
住
処
に
は
門
が
ふ
さ
わ
し
く
、
絵
画
に
添
っ
た
解
釈

と
な
る
。

【
梅
亭
画
】
６
「
夏
景
山
水
図
」（
大
津
・
個
人
蔵
）

再
版
で
は
、
画
の
人
物
の
思
い
は
、
日
常
生
活
に
連
な
り
、
蚊
の
声
に
季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
て
い
る
。
蚊
の
声
に
気
が
付
き
、
人
里
と
の
交
わ
り
に
疎
い

隠
士
は
、
夏
の
訪
れ
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
眼
前
の
景
で
あ
る
。「
秋
来
ぬ
と
目

に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る

藤
原
敏
行
」（『
古
今

和
歌
集
』
一
六
九
）
に
思
い
が
及
ぶ
が
、
常
套
的
な
典
拠
を
踏
ま
え
て
一
句
に

意
味
を
付
加
さ
せ
る
句
作
り
と
解
釈
す
る
よ
り
も
、
④
の
再
版
の
例
・
次
の
⑦

の
例
と
と
も
に
、
時
代
の
流
れ
は
眼
前
の
実
景
に
比
重
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た

と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
当
時
は
、
俳
諧
の
大
衆
化
に
伴
っ
て
、

典
拠
の
と
り
方
も
類
型
化
し
、
典
拠
を
踏
ま
え
た
句
作
り
の
限
界
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
。

次
に
、
再
版
増
補
の
二
十
八
画
と
句
と
を
考
証
す
る
。
増
補
に
当
た
っ
て
は
、

初
版
と
異
な
り
、
梅
亭
は
画
に
句
を
付
け
る
事
を
予
め
承
知
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
に
画
は
句
を
入
れ
る
空
間
を
多
く
取
り
、
俳
画
に
み
ら
れ
る
省
略
し
た
表

現
と
な
る
。
画
題
と
句
と
は
直
接
に
付
い
て
お
り
、
初
版
本
が
四
十
画
中
七
画

あ
る
の
に
対
し
て
、
半
数
以
上
の
十
五
例
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
句
の
連
衆

の
う
ち
、
丹
波
が
武
陵
を
中
心
と
し
た
六
人
、
浪
花
が
瑞
馬
を
中
心
と
し
た
五

人
で
纏
ま
っ
て
お
り
、
騏
道
ら
の
手
引
き
に
よ
る
入
集
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
梅
亭
の
画
は
、
蕪
村
や
都
市
系
の
俳
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

対
象
の
主
眼
と
な
る
部
分
を
表
現
者
の
感
覚
で
切
り
取
り
、
誇
張
し
て
表
現
す

る
。
背
景
の
描
写
は
殆
ん
ど
省
略
さ
れ
、
読
者
の
想
像
を
盛
り
込
む
余
白
と
し

て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
特
徴
的
な
も
の
を
考
察
す
る
。
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⑦
【
句
】
夜
は
既
に
明
け
て
し
づ
ま
る
芭
蕉
か
な

湖
南

亀
梁

【
画
】『
九
老
画
譜
』（
再
版
本
・
個

人
蔵
）
芭
蕉
葉
図

【
解
】
画
の
芭
蕉
葉
は
、
破
れ
る
こ

と
な
く
、
重
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。

気
が
付
け
ば
夜
は
既
に
明
け
て
静
ま

り
、
芭
蕉
の
葉
も
黙
っ
て
俯
い
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
詩
歌
で
は
、
破
れ
や
す

い
芭
蕉
葉
を
世
の
中
や
人
生
に
重
ね
合
わ
せ
る
。

『
後
拾
遺
集
』
釈
教
の
巻
（『
新
編
国
歌
大
観
』
一
一
八
九
）
の
一
首
。

維
摩
経
十
喩
の
な
か
に
此
身
芭
蕉
の
ご
と
し
と
い
ふ
心
を

風
ふ
け
ば
ま
づ
破
れ
ぬ
る
草
の
葉
に
よ
そ
ふ
る
か
ら
に
袖
ぞ
露
け
き

前
大
納
言
公
任

ま
た
、『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
歌
の
巻
（『
新
編
国
歌
大
観
』
一
三
六
四
九
）
の

一
首
。

風
ふ
け
ば
あ
だ
に
や
れ
行
く
ば
せ
を
葉
の
あ
れ
ば
と
身
を
も
頼
む
べ
き
世
か

西
行
上
人

こ
れ
ら
「
破
れ
芭
蕉
」
は
、
謡
曲
「
井
筒
」・「
芭
蕉
」
に
も
あ
り
、
松
尾
芭
蕉

も
、「
風
雨
に
破
れ
や
す
き
を
愛
す
る
の
み
」（『
芭
蕉
を
移
す
詞
』）
と
い
う
が
、

九
老
の
芭
蕉
葉
は
破
れ
な
い
。
風
雨
の
後
の
夜
明
け
、
芭
蕉
葉
は
雨
を
充
分
に

含
ん
で
重
た
げ
で
あ
る
が
、
破
れ
て
い
な
い
。

松
尾
芭
蕉
の
句
に
「
芭
蕉
野
分
し
て
盥
に
雨
を
聞
く
夜
哉
」
が
あ
る
。
芭
蕉

は
夜
の
間
に
雨
音
を
聞
い
て
い
る
が
、
亀
梁
は
朝
の
景
を
写
し
静
ま
っ
て
い
る

と
す
る
。
芭
蕉
葉
は
、
雨
を
吸
い
込
ん
で
特
別
に
重
く
垂
れ
て
い
る
。
時
間
の

推
移
を
も
っ
て
応
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
句
に
あ
た
る
の
は
芭
蕉
の
発
句
で

あ
る
。
付
け
句
は
亀
梁
句
で
あ
り
翌
朝
の
景
と
な
る
が
、
芭
蕉
葉
は
破
れ
て
い

な
い
。
読
者
は
破
れ
た
芭
蕉
葉
に
捉
わ
れ
ず
、
早
朝
の
静
寂
の
中
に
昨
夜
の
雨

を
想
い
、
描
か
れ
て
い
な
い
昨
夜
の
雨
音
を
聴
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
。
破
れ

た
芭
蕉
葉
の
典
拠
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

⑧
【
句
】
月
に
思
ふ
故
郷
わ
す
れ
て
花
見
か
な

松
花

【
画
】『
九
老
画
譜
』（
再
版
本
・
個
人

蔵
）
翳
扇
図

【
解
】
画
の
男
は
扇
を
か
ざ
し
て
踊
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
句
を
付
け
る
と
、

花
見
に
浮
か
れ
て
踊
り
、
故
郷
を
忘
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
画

に
な
い
が
、
男
の
頭
上
に
は
月
が
出
て

い
る
の
で
あ
る
。
満
開
の
桜
に
興
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
男
だ
け
で
は
な
か
ろ

う
が
、
あ
え
て
風
流
に
は
一
見
無
縁
に
見
え
る
男
を
強
調
し
て
み
せ
た
。
花
見

に
興
じ
る
こ
と
と
、
風
流
に
無
縁
に
見
え
る
男
と
は
、
一
見
釣
り
合
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
男
の
心
の
中
は
誰
に
も
分
る
は
ず
も
な
く
、
花
に
興
じ
る
心
が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

⑨
【
句
】
山
鳥
の
雌
雄
な
き
か
は
す
夜
寒
か
な

馬
涯

【
画
】『
九
老
画
譜
』（
再
版
本
・
個
人

蔵
）
山
水
図

【
解
】
山
水
図
は
画
題
に
多
く
あ
る
が
、

本
画
は
非
写
実
的
で
草
画
的
な
表
現
で

あ
る
。
馬
涯
は
、
初
版
本
に
お
い
て
、

団
扇
売
り
と
四
五
人
の
若
女
の
画
に

「
わ
が
し
の
ぶ
こ
と
誰
書
し
団
扇
か
な
」

と
い
う
恋
の
句
を
付
け
、
都
市
風
な
秀
句
を
披
露
し
て
い
る
。
こ
れ
を
再
版
本

に
際
し
て
は
、「
山
鳥
の
」
の
句
に
変
更
し
た
。
馬
涯
は
増
補
に
あ
た
っ
て
、
画

と
句
と
の
間
接
的
な
取
り
合
わ
せ
を
選
び
、
前
句
に
あ
た
る
画
の
山
間
で
は
、

山
鳥
の
雌
雄
が
鳴
き
交
わ
し
て
い
る
と
言
い
立
て
、
恋
の
余
情
が
感
じ
ら
れ
る
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付
け
合
い
に
仕
立
て
た
。『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
の
巻
（『
新
編
国
歌
大
観
』
七
七

八
）
の
歌
、

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む

人
麻
呂

を
ふ
ま
え
る
の
で
あ
る
。
連
句
に
お
け
る
恋
の
句
は
、
月
花
の
句
と
と
も
に
最

も
大
切
に
さ
れ
手
柄
と
さ
れ
る
。
自
句
に
合
わ
す
画
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
立

場
に
あ
る
馬
涯
は
、
省
略
に
よ
っ
て
想
像
性
を
増
す
俳
諧
の
特
性
を
よ
り
顕
著

に
示
し
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
初
版
と
再
版
の
俳
画
の
趣
向
を
解
釈
し
た
。
梅
亭
画
は
、

初
版
は
「
画
譜
」
の
書
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
俳
諧
・
発
句
が
な
く
と
も
南
画
と

し
て
独
立
し
て
い
る
性
格
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
再
版
の
増
補
の
画
に
つ
い

て
は
俳
諧
・
発
句
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
俳
画
に
仕
上
げ
、
南
画
か

ら
俳
画
へ
の
意
図
的
な
展
開
が
認
め
ら
れ
た
。

俳
画
の
成
立
に
関
し
て
は
、
画
に
句
を
付
け
る
場
合
と
、
句
に
画
を
付
け
る

場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
の
場
合
も
画
と
句
と
の
関
連
を
そ
れ
ぞ
れ
の

作
者
が
工
夫
す
る
。
そ
の
際
に
画
と
句
と
が
直
接
的
な
関
連
を
持
つ
も
の
は
定

石
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
関
連
の
直
ぐ
に
は
見
出
せ
な

い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
時
に
、
画
者
や
俳
諧
作
者
の
仕
掛
け
た
謎
解
が
必
要
に

な
る
が
、
梅
亭
画
に
お
い
て
は
、
絵
画
作
品
か
ら
切
り
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
謎

掛
け
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
示
し
た
連
句
的
手
法
に
よ
る
解

釈
も
一
視
点
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

後
に
近
江
蕪
村
と
称
さ
れ
る
梅
亭
は
、
蕪
村
を
敬
い
、『
か
ら
檜
葉
』
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
臨
終
の
床
に
添
い
、「
妻
娘
の
人
々
を
は
じ
め
月
渓
・
梅
亭
の
輩
、

旦
暮
起
臥
を
扶
て
師
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
の
志
切
な
る
」
と
い
う
姿
に
は
並
々
な

ら
ぬ
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
梅
亭
は
画
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
、
蕪
村
の
影
響

を
受
け
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
も
の
か
ら
指
摘
し

て
お
く
。

例
①
　
で
は
、
蕪
村
の
絵
の
「
養
老
孝
子
図
」（
447（11

））
の
左
幅
に
同
様
に
貴
人

の
図
が
あ
る
。
蕪
村
は
そ
の
絵
に
お
い
て
老
親
を
背
負
う
孝
子
に
向
か
わ
せ
て
、

孝
子
の
あ
る
べ
き
姿
を
対
峙
さ
せ
て
い
る
。
貴
人
が
こ
の
孝
子
で
あ
る
。

例
③
　
で
は
、
蕪
村
の
「
梅
花
書
屋
図
」（
268
）
の
よ
う
な
仙
山
を
背
景
に
し

て
幽
居
し
て
い
る
図
が
あ
る
。
蕪
村
画
は
、
仙
山
の
書
屋
で
友
人
が
訪
れ
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
麓
に
は
山
に
入
ろ
う
と
す
る
人

物
が
描
か
れ
て
い
る
。

例
⑦
　
で
は
、
蕪
村
の
芭
蕉
葉
の
画
（
４
）
に
、
芭
蕉
句
の
「
芭
蕉
野
分
し

て
盥
に
雨
を
聞
く
夜
哉
」
を
添
え
て
い
る
。
和
歌
な
ど
を
ふ
ま
え
る
芭
蕉
葉
は

破
れ
て
い
る
が
、
蕪
村
の
芭
蕉
は
屹
立
と
し
て
さ
ほ
ど
破
れ
て
は
い
な
い
。
こ

れ
は
、
蕪
村
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
破
れ
な
い
芭
蕉
葉
は
、
蕪
村
句
に
、

物
書
に
葉
う
ら
に
め
づ
る
芭
蕉
哉

蕪
村

が
あ
る
。
蕪
村
は
芭
蕉
葉
の
青
々
と
し
て
日
に
透
か
す
と
美
し
い
薄
い
葉
を
好

ん
だ
。
蕪
村
の
芭
蕉
葉
の
画
は
、
破
れ
て
い
て
も
端
整
で
あ
り
、
破
れ
や
す
い

葉
を
世
の
中
や
人
生
に
重
ね
て
い
な
い
。
蕪
村
の
目
で
切
り
取
ろ
う
と
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。

例
⑧
　
で
は
、
蕪
村
の
「
四
五
人
に
月
落
か
か
る
お
ど
り
か
な
」
自
画
賛

（
55
）
の
画
中
に
月
は
な
い
が
、
落
ち
か
か
る
月
を
想
像
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蕪
村
の
趣
向
が
、
梅
亭
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
『
九
老
画
譜
』
の
諸
本
を
調
査
し
、
三
種
類
の
異
版
の
存
在
を
確

認
し
た
。
中
で
も
初
版
本
は
、
管
見
の
限
り
で
は
堀
家
本
の
み
で
あ
り
、
貴
重

な
一
本
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
初
版
本
は
、
発
句
を
同
一
画
面
に
載

せ
る
が
画
譜
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
再
版
の
増
補
部
分
と
は
性
質
を
異
に
す

る
。
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
九
老
画
譜
』
の
再
版
本
は
、
発
句
を
伴
う
絵
俳
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書
と
し
て
扱
わ
れ
、
三
版
本
は
画
の
み
と
な
り
画
譜
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
齟
齬
の
原
因
は
、
再
版
時
に
初
版
本
と
性
格
を
異
に
し
た
画
を
増

補
し
た
た
め
で
、
二
面
性
を
も
つ
書
冊
と
な
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
初
版
の
『
九
老
画
譜
』
の
趣
向
は
、
先
に
画
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情

か
ら
、
後
か
ら
句
を
付
け
る
作
者
の
工
夫
が
一
段
と
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

編
集
・
企
画
に
携
わ
っ
た
書
肆
菊
舎
（
其
成
）、
闌
更
と
騏
道
ら
の
意
図
の
一
つ

は
、
連
句
の
付
け
合
い
の
手
法
に
倣
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
俳
画
の
趣
向
の
一
手

法
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
当
時
の
京
都
俳
壇
の
都
市
系
の
風
の
一
つ
の
反
映
で

あ
ろ
う
。
再
版
の
増
補
で
は
、
画
に
句
が
付
く
と
を
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

場
合
で
も
連
句
的
な
付
け
合
い
の
手
法
は
有
効
で
あ
っ
た
。

俳
諧
の
重
要
な
一
つ
の
性
格
は
、
複
数
の
連
中
と
交
わ
っ
て
一
つ
の
作
品
を

仕
上
げ
て
い
く
行
為
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
画
と
句
と

の
関
係
も
、
出
来
る
限
り
画
も
言
葉
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
削
ぎ
落
と
し
、
互
い
に

連
想
力
で
補
い
合
い
、
干
渉
を
促
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
重
点
が
置
か
れ
る
と
い

え
る
。

注（
１
）

安
永
七
年
以
前
四
月
十
日
付
け
駿
河
守
宛
蕪
村
書
簡
（
講
談
社
『
蕪
村
全
集
　
巻

五
』
二
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
四
月
九
日
に
剃
髪
し
、「
梅
亭
」
と
号
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
剃
髪
の
年
次
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
剃
髪
後
に
梅
亭
と
号
し
た

と
す
れ
ば
、
安
永
八
年
二
月
二
十
日
付
け
梅
亭
・
蕪
村
往
復
書
簡
（
同
二
一
一
）

に
は
、「
梅
亭
」
宛
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
永
七
年
以
前
の
四
月
九
日
と
な
る
。

な
お
、
同
書
簡
は
写
し
の
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
梅
亭
に
つ
い
て
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
二
〇
〇
八
年
三
月
企
画
展
図

録
『
楳
亭
・
金
谷
―
近
江
蕪
村
と
呼
ば
れ
た
画
家
―
』（
横
谷
賢
一
郎
氏
稿
）
に
依

る
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
２
）

安
永
八
年
二
月
二
十
日
付
け
梅
亭
・
蕪
村
往
復
書
簡
に
よ
る
（
講
談
社
『
蕪
村
全

集
　
巻
五
』
二
一
一
）。
蕪
村
編
『
花
鳥
篇
』
に
「
黄
昏
の
お
も
き
草
履
や
さ
く
ら

人
梅
亭
」
が
出
る
が
、『
梅
亭
発
句
集
』
に
は
載
ら
ず
、
蕪
村
の
代
作
の
可
能
性
が

あ
る
。
梅
亭
に
俳
諧
の
実
作
が
少
な
い
の
は
、『
梅
亭
発
句
集
』
の
収
録
句
の
状
況

か
ら
推
し
て
事
実
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
３
）

田
中
道
雄
氏
著
『
蕉
風
復
興
運
動
と
蕪
村
』（
二
〇
〇
〇
年
、
岩
波
書
店
刊
）
の
論

稿
に
多
く
の
教
示
を
得
た
。

（
４
）

堀
家
の
資
料
は
、
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
、
京
都
府
城
陽
市
寺
田
の
城
陽
市
歴
史
民
俗

資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堀
家
蔵
の
『
九
老
画
譜
』
の
存
在
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
編
の
二
〇
〇
七
年
十
一
月
特
別
展
図
録
『
南

山
城
の
俳
諧
』（
伊
藤
太
氏
稿
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
初
版
本
で
あ
る
こ
と
の

考
証
は
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
論
に
用
い
た
初
版
本
の
図
は
、
堀
家
の
も
の

で
あ
る
。

（
５
）

一
例
を
示
せ
ば
、
再
版
本
を
蔵
す
る
柿
衛
文
庫
で
は
挿
絵
入
り
の
俳
書
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
増
補
国
書
総
目
録
』
で
は
、
絵
画
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

菊
舎
の
出
版
活
動
の
一
端
は
、
拙
稿
「
菊
舎
太
兵
衛
の
俳
書
刊
年
考
」（
龍
谷
大
学

国
文
学
会
「
国
文
学
論
叢
」
第
五
三
輯
）
に
考
証
し
た
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
出

版
の
確
認
が
出
来
な
い
。

（
７
）

脇
本
本
の
乾
巻
の
裏
表
紙
見
返
し
に
は
、「
新
板
　
本
類
品
之
古
本
売
買
□
□
本
町

二
丁
目
　
志
満
や
幸
助
」
の
印
刻
が
あ
る
。

（
８
）

梅
亭
の
画
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
で
示
し
た
『
楳
亭
・
金
谷
―
近
江
蕪
村
と
呼

ば
れ
た
画
家
―
』
に
よ
っ
た
。
以
下
同
様
。

（
９
）

再
版
本
は
、
注
（
１
）
で
示
し
た
『
楳
亭
・
金
谷
―
近
江
蕪
村
と
呼
ば
れ
た
画
家

―
』
に
よ
っ
た
。
以
下
同
様
。

（
10
）

本
文
の
引
用
は
、
青
木
正
児
全
集
第
十
巻
本
に
よ
り
、
私
に
訓
読
し
た
。
訓
読
に

あ
た
っ
て
は
『
釈
芥
子
園
画
伝
』（
和
刻
本
書
画
集
成
　
五
）
を
参
照
し
た
。
以
下

同
様
。
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『九老画譜』の成立と趣向

（
四
〇
）



（
11
）

本
稿
に
引
用
し
た
蕪
村
の
画
お
よ
び
標
題
は
、
講
談
社
『
蕪
村
全
集
　
巻
六
』
に

よ
っ
た
。
以
下
同
様
。

【
附
記
】

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
安
曇
野

市
豊
科
郷
土
博
物
館
を
は
じ
め
と
し
て
諸
研
究
機
関
の
ご
高
配
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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アート・リサーチ　Vol.９

（
四
一
）
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『九老画譜』の成立と趣向

（
四
二
）


